
今 号 の 主 な 内 容
23／岡山県総合社会福祉大会
　4／岡山県老人福祉大学閉講
　5／女性委員会幹事会
　　　中四ブロックリーダー研修会
67／全国老人クラブ大会
89／会員の声
　�／女性リーダーセミナー
　�／岡山県老連事業・確定申告
　�／加入促進表彰・熊本地震義援金

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第16号

おかやま県老連だより
（通巻85 号）

平成 29 年 1月号
岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
知
事
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
信

任
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
県

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
は
、

少
子
化
が
急
速
に
進
み
、
人
口

減
少
問
題
の
克
服
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
に
お

い
て
も
、
お
か
や
ま
創
生
の
実

現
に
向
け
、
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

変
重
要
な
時
期
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
２
期
目
の
県

政
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
こ

と
は
、
誠
に
光
栄
な
こ
と
と
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
、
決
意
新
た
に
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
来
年
度
か
ら
の
４
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な

県
政
の
羅
針
盤
で
あ
る
「
新
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
生
き
活
き
プ

ラ
ン
（
仮
称
）」の
策
定
作
業
を

進
め
て
お
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
上
で
、

３
月
ま
で
の
策
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
公
表
し
た
新
プ
ラ
ン
の

素
案
は
、
現
プ
ラ
ン
の
方
向
性

を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
方
創

生
や
働
き
方
改
革
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
な
ど
、
新
た
な
動

き
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
、
さ

ら
に
、
政
策
間
連
携
は
も
と
よ

り
、
市
町
村
連
携
や
官
民
協
働

な
ど
「
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
「
お
か
や
ま
創
生
推
進
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
推
進
に
つ
い
て
も
プ
ラ
ン
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
構

築
に
あ
た
っ
て
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し

た
元
気
な
高
齢
者
の
方
々
に
、

知
識
や
技
能
、経
験
を
生
か
し
、

新
た
な
担
い
手
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
県

民
が
明
る
い
笑
顔
で
暮
ら
す

「
生
き
活
き
岡
山
」
の
実
現
に

向
け
全
身
全
霊
で
取
り
組
み
、

成
果
が
実
感
で
き
る
１
年
と

な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
の
皆
様
に
は
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
生
き
活
き
お
か
や
ま
」を
め

ざ
し
て
伊
原
木
県
政
２
期
目
の

船
出
は
ま
さ
に
「
日
本
一
の
桃

太
郎
」
と
し
て
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
を
全
国
に
力
強
く
発
信
し

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

◆
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」

に
結
集
す
る
県
下
26
市
町
村
老

連
会
員
12
万
人
で
組
織
す
る
岡

山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
共
に
支
え
あ

う
仲
間
づ
く
り
で
「
伸
ば
そ
う

健
康
寿
命
！
担
お
う
地
域
づ
く

り
を
！
」
を
合
言
葉
に
地
域
に

根
ざ
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

◆
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画

に
向
け
て
行
動
を
！

　

市
町
村
で
は
、
今
介
護
保
険

制
度
が
見
直
さ
れ
要
支
援
者
に

対
し
て
３
か
年
で
新
地
域
支
援

事
業
へ
移
行
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
お
り
自
治
会（
町
内
会
）

や
関
係
団
体
に
説
明
や
呼
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
多
様
な
活
動
が
自
治
会

（
町
内
会
）や
他
団
体
と
の
連
携

で
そ
の
担
い
手
と
し
て
協
議
体

に
参
画
し
貢
献
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
目
指

す
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三

大
運
動
が
よ
り
広
く
、
深
く
展

開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
そ
の

真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

◆
私
の
初
夢　

平
成
30
年
と
い

う
節
目
の
年
に
向
け
県
下
備

前
・
備
中
・
美
作
の
３
地
区

（
岡
山
市
も
含
め
）か
ら
１
千
人

会
員
の
参
加
に
よ
り
「
シ
ニ
ア

岡
山
総
決
起
大
会
」
を
開
き
元

気
老
人
ク
ラ
ブ
の
開
花
宣
言
を

す
る
夢
…
そ
こ
に
は
会
員
増
強

に
よ
る
組
織
強
化
、
３
地
区
と

交
流
友
好
の
絆
、
演
じ
る
活
動

故
郷
自
慢
な
ど
で
親
睦
を
深
め

「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」の
美

し
い
友
愛
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

…
こ
の
夢
が
正
夢
に
な
れ
ば
？

と
思
う
や
切
な
り
。

◆
会
員
の
６
割
は
女
性
会
員
で

あ
り
、
今
そ
の
活
躍
が
大
き
く

期
待
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
、

若
手
会
員
の
魅
力
が
ど
の
よ
う

に
会
の
活
動
に
つ
な
が
る
か
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ

の
１
年
皆
様
方
の
限
り
な
い
ご

支
持
、
ご
支
援
を
切
に
お
願
い

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

公益財団法人
岡山県老人クラブ連合会
　　会長　藤本　毅

年頭所感

岡山県知事　伊原木 隆太

すべての県民が
明るい笑顔で暮らす
「生き活き岡山」を目指して

浅口市 三ツ山 日の出　写真提供：岡山県

1　2017年（平成 29 年）1月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



　

平
成
28
年
10
月
12
日
（
水
）

に
岡
山
市
民
会
館
に
お
い
て
岡

山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
例

年
ど
う
り
の
式
典
、
社
会
福
祉

功
労
の
あ
っ
た
個
人
団
体
に
対

し
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
に

つ
き
ま
し
て
は
次
の
通
り
で
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　

式
典
の
後
は
、「
私
の
介
護

～
愛
と
感
動
の
家
族
物
語
」
と

題
し
タ
レ
ン
ト
の
荒
木
由
美
子

氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
荒
木
氏
は
、
昭
和
58
年

に
、
歌
手
・
タ
レ
ン
ト
の
湯
原

昌
幸
氏
と
結
婚
し
、
芸
能
界
を

引
退
。
結
婚
二
週
間
後
に
病
に

倒
れ
た
義
母
を
20
年
に
亘
っ
て

介
護
し
、
自
身
の
体
験
に
基
づ

く
介
護
の
大
変
さ
や
苦
労
話
、

痴
呆
の
方
へ
の
接
し
方
な
ど
、

元
俳
優
の
演
技
力
で
も
っ
て
涙

な
が
ら
に
語
ら
れ
ま
し
た
。
体

験
談
は
説
得
力
が
あ
り
参
加
者

は
み
な
感
心
し
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
運
営

�

特
別
功
労
者 

57
名

《
玉
野
市
》

 

梶
川
　
千
英
子

 

山
本
　
廣
美

 

和
田
　
光
雄

 

大
橋
　
彰
文

 

藤
原
　
義
男

《
備
前
市
》

 

谷
脇
　
美
江
子

 

南
　
　
正
満

 

高
見
　
順
一

 

吉
形
　
兼
太
郎

《
瀬
戸
内
市
》

 

正
富
　
利
行

 

美
濃
　
仁
志

《
赤
磐
市
》

 

中
原
　
　
淳

 

楢
原
　
　
修

《
和
気
町
》

 

坪
井
　
廸
郎

 

荒
砂
　
　
洋

 

山
本
　
定
義

《
倉
敷
市
》

 

岡
本
　
　
勝

 

河
原
　
啓
介

 

青
木
　
正
勝

 

浅
野
　
武
雄

 

嶋
田
　
清
一

 

植
野
　
節
二

 

岡
本
　
　
博

 

大
嶋
　
和
久

 

中
西
　
達
良

 

濱
野
　
　
宏

 

浅
原
　
弘
二

《
笠
岡
市
》

 

岡
田
　
幸
生

 

黒
住
　
憲
敬

 

広
常
　
忠
良

 

守
屋
　
秀
夫

 

平
野
　
　
勲

 

松
本
　
　
泰

《
総
社
市
》

 

川
西
　
功
躬

 

木
村
　
　
茂

 
藤
井
　
福
一

 
石
田
　
耕
平

《
高
梁
市
》

 

沖
嶋
　
　
博

《
新
見
市
》

 

梶
上
　
　
勤

《
浅
口
市
》

 

尾
崎
　
時
男

 

清
水
　
正
雄

《
里
庄
町
》

 

平
野
　
秀
朋

 

中
川
　
光
弘

《
矢
掛
町
》

 

江
尻
　
秀
敏

《
津
山
市
》

 

真
野
　
悦
夫

 

和
田
　
弘
文

《
真
庭
市
》

 

二
司
　
輝
夫

《
美
作
市
》

 

小
林
　
博
巳

 

坂
元
　
義
則

 

曽
和
　
定
治

《
鏡
野
町
》

 
大
山
　
隆
歳

 
山
崎
　
清
志

 

佐
々
木
　
茂
宣

 

藤
木
　
成
一

《
久
米
南
町
》

 

勝
田
　
紘
彦

《
美
咲
町
》

 

黒
田
　
正
己

 

定
清
　
正
雄

老
人
ク
ラ
ブ
運
営

�

一
般
功
労
者 

39
名

《
備
前
市
》

 

立
花
　
　
真

《
瀬
戸
内
市
》

 

吉
野
　
智
恵
子

《
倉
敷
市
》

 

内
田
　
久
子

 

矢
野
　
悦
久

 

安
田
　
定
由

 

坪
井
　
艶
子

 

守
屋
　
八
束

 
田
中
　
公
男

 
竹
内
　
千
年
江

 

河
田
　
清
子

（
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
）

平成28年度

岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

岡
山
県

老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

2017年（平成 29 年）1月　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



 

藤
原
　
四
郎

 
金
子
　
賢
一

 
尾
崎
　
　
繁

《
井
原
市
》

 

山
本
　
昌
利

《
高
梁
市
》

 

仲
田
　
幸
市

 

山
縣
　
詳
子

 

加
藤
　
淑
子

 

小
出
　
秀
二

《
新
見
市
》

 

大
西
　
　
勇

 

冨
谷
　
光
行

 

山
口
　
滋
子

 

竹
本
　
博
美

 

赤
井
　
知
津
恵

 

細
川
　
　
積

《
浅
口
市
》

 

井
上
　
良
子

 

藤
井
　
富
子

 

高
渕
　
清
満

《
津
山
市
》

 

池
田
　
和
子

 

内
田
　
三
和
子

 

佐
伯
　
登
茂
栄

 

小
椋
　
妙
子

《
真
庭
市
》

 
中
澤
　
　
譲

 
井
田
　
五
郎

 

髙
谷
　
元
一

《
美
作
市
》

 

春
名
　
　
環

 

釼
持
　
良
子

 

佐
藤
　
菊
子

《
奈
義
町
》

 

岸
本
　
定
子

《
美
咲
町
》

 

延
原
　
愛
子

優
良
老
人
ク
ラ
ブ�  

24
団
体

《
備
前
市
》

 

頭
島
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ

《
赤
磐
市
》

 

東
窪
田
老
人
ク
ラ
ブ

《
倉
敷
市
》

 

カ
ト
レ
ア
の
会

 

田
和
第
三
老
人
悠
遊
ク
ラ
ブ

 

第
一
児
島
長
寿
ク
ラ
ブ

 

陽
海
山
老
人
ク
ラ
ブ
な
ご
み
会

 

天
神
ハ
イ
ツ
秋
桜
会

 

川
辺
中
老
人
ク
ラ
ブ

《
笠
岡
市
》

 
入
江
福
寿
会

 
山
口
上
福
寿
会

《
井
原
市
》

 

西
方
楽
寿
会

 

向
組
老
人
ク
ラ
ブ

《
高
梁
市
》

 

領
家
長
寿
ク
ラ
ブ

 

高
山
老
人
ク
ラ
ブ

《
浅
口
市
》

 

鶴
鳴
会

 

町
寿
会

《
津
山
市
》

 

綾
部
東
老
人
ク
ラ
ブ

 

永
寿
会

 

宮
尾
喜
楽
会

《
真
庭
市
》

 

若
代
老
人
ク
ラ
ブ

《
美
作
市
》

 

海
田
長
生
ク
ラ
ブ

 

東
谷
下
東
和
会

 

中
町
西
老
人
ク
ラ
ブ

 

鈴
家
健
生
会

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

《
岡
山
市
北
区
》

 

遠
藤
　
　
剛

《
岡
山
市
東
区
》

 

徳
田
　
耕
一

《
倉
敷
市
》

 

小
田
　
景
二

 

小
林
　
立
家

 

見
戸
　
芳
夫

《
新
見
市
》

 

西
嶋
　
正
治

《
真
庭
市
》

 

本
森
　
　
正

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
岡
山
市
》

 

栢
谷
紅
葉
ク
ラ
ブ

 

福
泊
か
ぼ
ち
ゃ
会

《
倉
敷
市
》

 

堤
下
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

 

茂
浦
第
二
長
寿
ク
ラ
ブ

《
吉
備
中
央
町
》

 

和
田
寿
老
人
ク
ラ
ブ

《
高
梁
市
》

 

高
山
老
人
ク
ラ
ブ

《
津
山
市
》

 

き
ふ
ね
長
寿
会

《
真
庭
市
》

 

楽
笑
会

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
）

《
岡
山
市
北
区
》

 

板
野
　
　
隆

 

今
中
　
太
郎

 

宇
野
　
忠
彦

《
岡
山
市
中
区
》

 

奥
岩
　
純
治

《
岡
山
市
東
区
》

 

古
家
野
　
俊
明

《
岡
山
市
中
区
》

 

武
政
　
司
郎

《
岡
山
市
北
区
》

 

森
安
　
喜
美
子

《
倉
敷
市
》

 

飯
田
　
龍
彦

 

大
平
　
節
男

 

川
上
　
啓
介

 

弘
田
　
英
夫

《
備
前
市
》

 

寺
見
　
史
朗

《
高
梁
市
》

 

岩
原
　
忠
正

 
小
川
　
　
博

《
新
見
市
》

 

杉
井
　
留
治

 

宮
崎
　
邦
人

 

森
下
　
　
弘

《
津
山
市
》

 

青
山
　
　
満

 

高
橋
　
重
逸

 

野
田
　
康
之

《
美
咲
町
》

 

渡
邊
　
具
瑞

◆
老
人
福
祉
功
労

�

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
岡
山
市
》

 

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

 

富
士
見
町
福
寿
会

《
倉
敷
市
》

 

阿
津
長
寿
会
　
梅
組

 

亀
崎
万
年
ク
ラ
ブ

 

新
星
ク
ラ
ブ

 

広
江
浜
万
年
青
ク
ラ
ブ

《
吉
備
中
央
町
》

 

上
加
茂
和
朗
会

《
高
梁
市
》

 

田
原
阿
部
山
長
寿
ク
ラ
ブ

《
津
山
市
》

 

瓜
生
原 

ち
と
せ
老
人
ク
ラ
ブ

《
真
庭
市
》

 

寿
楽
会

 

清
風
会

《
津
山
市
》

 

高
尾
む
つ
み
会

《
備
前
市
》

 

井
上
　
邦
允

《
倉
敷
市
》

 
松
尾
　
武
司

《
津
山
市
》

 
佐
々
木
　
由
恵

岡
山
県
知
事

表
彰

岡
山
県

保
健
福
祉
部
長

表
彰

山
陽
新
聞

社
会
事
業
団

理
事
長
感
謝
状

3　2017年（平成 29 年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



平成 28 年度

　

平
成
28
年
度
（
第
41
次
）
岡

山
県
老
人
福
祉
大
学
が
11
月
29

日
の
倉
敷
会
場
の
講
義
を
も
っ

て
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。
千
名
を
超
え
る
受
講
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

申
込
者
１
、０
４
４
名
（
予

定
９
０
０
名
）、
内
修
了
者

８
７
５
名
、
奨
励
賞
１
０
９

名
、
栄
誉
賞
29
名
で
し
た
。

　

６
月
23
日
の
倉
敷
会
場
の
講

義
は
早
朝
よ
り
の
大
雨
警
報
が

発
令
さ
れ
て
い
た
の
で
、
受
講

者
の
安
全
を
第
一
と
考
え
７
月

21
日
に
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
者
並
び
に
講
師

の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
ほ
か
の
日
程
は
順
調

に
開
講
で
き
ま
し
た
。
倉
敷
会

場
に
お
い
て
は
、
会
場
収
容
人

員
２
８
９
名
の
と
こ
ろ
３
５
０

名
を
超
え
る
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
消
防
法
上
、

定
員
オ
ー
バ
ー
は
認
め
ら
れ

な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
受
講

人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
会
場

変
更
を
お
願
い
し
た
り
一
講
座

の
み
の
受
講
希
望
の
方
に
は

受
講
を
お
断
り
す
る
こ
と
に
も

な
り
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
41
年
間

継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

一
度
た
り
と
も
定
員
を
超
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

29
年
度
は
倉
敷
会
場
の
み
２
日

間
の
開
催
と
し
、
定
員
を
大
幅

に
増
や
し
ま
す
の
で
大
勢
の

方
の
受
講
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

6月7月9月10月11月

岡山県老人福祉大学
無
事
終
了

平
成
29
年
度 

講
師
予
定

講 義 内 容◆ 【
老
後
の
雑
学
】

　 

濱
家 

輝
雄 

先
生

　
　
（
元
Ｒ
Ｓ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

�

倉
敷
芸
術
科
学
大
学 

産
業
科
学
技
術
学
部 

学
部
長
）

◆ 【
笑
い
ヨ
ガ
】

　 

万
代 

京
央
子 

先
生
（
岡
山
県
笑
い
ヨ
ガ
協
会 

理
事
長
）

◆ 【
法
話
】

　 
樫
原 

禅
澄 

先
生
（
総
本
山
善
通
寺 

法
主
）

◆ 【
終
末
期
医
療
】

　 

加
藤 
恒
夫 
先
生

�

（
か
と
う
内
科
並
木
通
り
診
療
所 

理
事
長
・
院
長
）

　

 

守
屋 

修 

先
生
（
守
屋
お
さ
む
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長
）

　

 

菅
原 

英
次 

先
生
（
高
梁
市
川
上
診
療
所 

所
長
）

　

 

松
下 

明 

先
生
（
奈
義
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長
）

◆ 【
お
笑
い
】

　 

雷
門 

喜
助 

師
匠
（
落
語
家
）

老
後
の
雑
学
　「
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
い
た
い
」

～
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
乾
杯
～

　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　
井
上 

い
つ
の
り 

氏

時
事
問
題
　
岡
山
市
長
　
　
　
大
森 

雅
夫 

氏

　
　
　
　
　
倉
敷
市
副
市
長
　
生
水 

哲
男 

氏

　
　
　
　
　
津
山
市
長
　
　
　
宮
地 

昭
範 

氏

　
　
　
　
　
高
梁
市
長
　
　
　
近
藤 

隆
則 

氏

郷
土
の
歴
史
　
歴
史
研
究
家
　
富
阪 

晃 

氏

健
康
づ
く
り
　「
地
域
で
楽
し
く
暮
ら
す
に
は
」

～
介
護
保
険
を
理
解
し
て
正
し
い
使
い
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
！
～

　
岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会 

会
長
　
堀
部 

徹 

氏

健
康
づ
く
り
　「
笑
い
と
健
康
」

～
輝
く
笑
顔
で
イ
キ
イ
キ
元
気
～

　
日
本
笑
い
学
会
岡
山
笑
わ
ん
会
支
部
長

　
　
　
　
　
　
歯
科
医
　
滝
川 

雅
之 

氏

2017年（平成 29 年）1月　4

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



中国・四国ブロック老人クラブ
リーダー研修会に参加して
～のばそう健康寿命・担おう地域づくりを～

県老連副会長　金子　賢一

平成28年度

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の

全
国
三
大
運
動
を
基
に
、
各
地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
我
々
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
の
転
換
期
を
迎
え
、
高
齢

者
自
身
が
培
っ
て
き
た「
知
識
・

技
能
・
経
験
」
を
生
か
し
、
超

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
「
福
祉

の
充
実
や
課
題
」
へ
の
対
応
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
老
人
ク

ラ
ブ
は
そ
の
役
割
を
担
っ
て
指

導
し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
日
頃

の
活
動
成
果
や
実
績
事
例
を
持

ち
寄
り
、
お
互
い
が
理
解
を
深

め
る
と
共
に
、
当
面
す
る
諸
問

題
に
立
ち
向
か
う
リ
ー
ダ
ー
の

「
意
識
・
資
質
向
上
」
を
目
的

に
リ
ー
ダ
ー
３
１
１
名
が
一
堂

に
会
し
、
去
る
７
月
13
日
㈬
午

後
１
時
か
ら
、香
川
県
琴
平
町
、

こ
と
ひ
ら
温
泉
・
琴
参
閣
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

◎
主
催
者
・
来
賓
の
挨
拶
に
続

き
、
全
老
連
の
岡
本
ま
ゆ
み
参

事
に
よ
り
、
４
つ
の
項
目
「
①

高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
、
②
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の

運
動
・
行
動
提
案
、
③
老
人

ク
ラ
ブ
補
助
金
の
活
用
、
④
よ

り
よ
い
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
の

た
め
に
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

て
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の

三
大
運
動
を
基
に
、
会
員
加
入

促
進
運
動
や
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
、「
助
け
合
い
・
支
え

合
い
」
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
い
ま

国
が
進
め
て
い
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
づ
く

り
」、
そ
れ
に
伴
い
、「
介
護
保

険
制
度
」
が
見
直
さ
れ
、
要
支

援
者
に
対
す
る
訪
問
介
護
・
通

所
介
護
が
、市
町
村
が
行
う「
新

地
域
支
援
事
業
」
に
移
行
さ
れ

る
（
平
成
29
年
度
ま
で
）
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

即
ち
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が

さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
る
と
共

に
、
地
域
住
民
に
よ
る
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
支
援
サ
ー

ビ
ス
も
進
展
し
、
傷
害
の
あ
る

人
や
子
供
を
含
む
全
て
の
世
代

に
と
っ
て
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
繋
が
り
、
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
希
薄
化
が
言
わ
れ
て

い
る
絆
の
輪
が
強
く
結
ば
れ
拡

大
し
、
現
在
進
め
て
い
る
「
会

員
加
入
促
進
増
強
運
動
」
の
成

果
に
も
繋
が
る
も
の
と
期
待
で

き
ま
す
。

　

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り

組
み
を
通
し
て
、
超
高
齢
化
社

会
に
於
け
る
健
康
・
長
寿
を

目
指
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

〈
事
例
発
表
・
討
議
〉

一�

、
第
一
部・「
会
員
増
強
の
推

進
」
に
つ
い
て

　

�

①
広
島
市
、
②
徳
島
県
、
③

高
知
県
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

二�

、
第
二
部
・「
友
愛
・
奉
仕
活

動
の
推
進
」
に
つ
い
て

　

�

①
鳥
取
県
、
②
山
口
県
、
③

愛
媛
県
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

三�

、
第
三
部
・「
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
活
動
の
推
進
」
に

つ
い
て

　

�

①
島
根
県
、
②
岡
山
県
、
③

岡
山
市
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

〈
感
想
〉

　

第
一
部
、
五
カ
年
計
画
に
よ

る
会
員
加
入
増
強
運
動
で
、
ど

の
よ
う
な
活
動
の
展
開
で
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
？

　

参
考
に
な
っ
た
の
は
広
島
市

の
発
表
で
、
７
つ
の
否
定
問
題

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
策
を
考
え
、

検
討
し
て
取
り
組
み
、
あ
る
程

度
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
が
、

発
表
資
料
に
も
書
か
れ
て
い
る

「
先
ず
は
、
会
長
・
役
員
の
熱

意
と
本
気
が
一
番
」
こ
の
通
り

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

第
二
部
、
各
地
域
の
活
動
内

容
に
目
新
し
い
も
の
は
な
か
っ

た
が
、
身
心
の
健
康
面
を
は

じ
め
、
普
段
見
逃
し
て
い
る
点

を
少
し
で
も
解
消
す
る
為
に

は
、
点
か
ら
面
へ
と
繋
が
る
活

動
が
大
切
で
あ
り
、
こ
こ
で
も

リ
ー
ダ
ー
の
指
導
力
・
や
る
気

と
本
気
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　

第
三
部
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
し
、
健
康
寿
命
延
伸
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
健
康
の

た
め
の
体
操
に
も
い
ろ
い
ろ
と

あ
り
、
ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
み

て
も
、
そ
の
人
に
合
っ
た
楽
し

い
健
康
体
操
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

◎
全
体
か
ら
、
会
員
の
高
齢
化

で
活
動
が
滞
り
が
ち
に
な
っ
た

り
、
会
員
・
役
員
へ
の
負
担
増

か
ら
会
長
の
な
り
手
が
な
く
ク

ラ
ブ
の
解
散
や
休
止
に
追
い
込

ま
れ
る
等
、
こ
れ
ら
の
対
策
と

し
て
、会
員
で
役
割
を
分
担
し
、

負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る

等
、
相
互
の
支
え
合
い
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
９
月
29
日
㈭
き
ら

め
き
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
お
い

て
、
県
老
連
女
性
委
員
会
第
23

回
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
長
以
下
19
名
全
員
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
午
前
中
は
、

①�

２
万
５
千
人
会
員
増
強
運
動

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②�

新
地
域
支
援
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

③�

平
成
28
年
度
地
区
別
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
に

つ
い
て

④�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤�

平
成
29
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
協
議
会
で
配
布
す
る
小

物
の
作
成
に
つ
い
て

⑥
演
じ
る
活
動
に
つ
い
て

⑦�

そ
の
他
（
若
手
委
員
会
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て
）

の
協
議
題
に
つい
て
協
議
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
決
定
事
項 

１�

．
次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会

日
程
：
平
成
29
年
２
月
24
日
㈮  

講
師
：
沢
山 

美
果
子 

氏  

２�

．
平
成
29
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
協
議
会   

配
布
す
る

小
物
作
成
に
つ
い
て

　

２
月
の
総
会
ま
で
に
試
作
品

を
作
り
持
ち
寄
っ
て
検
討
し
決

定
す
る 

３�

．
若
手
委
員
会
委
員
の
推
薦

（
任
期
平
成
28
年
６
月
～
30

年
５
月
）

　

玉
野
市 

香
川
八
重
子
氏
、総

社
市 

徳
永
た
ま
江
氏
に
継
続
し

て
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た  

４�

．
地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会  

　

会
議
終
了
後
、
備
中
地
区
の

メ
ン
バ
ー
で
相
談
し
た
結
果
高

梁
市
老
連
が
幹
事
と
な
り
実
施 

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
来
年
１

月
～
２
月
頃
）

　

午
後
は
、“
お
か
や
ま
笑
い

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
の
廣
江
ま
さ
み
先

生
”
に
「
笑
い
ヨ
ガ
」
に
つ
い

て
実
演
を
交
え
た
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は「
笑
い
ヨ
ガ
」に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
笑
う
」
と
い
う
こ
と
は
生

き
て
い
く
う
え
で
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
笑
い
が
体
に
与

え
る
効
果
は
各
方
面
で
研
究
さ

れ
て
、「
笑
い
が
体
に
い
い
」

と
い
う
こ
と
に
多
く
の
人
が
気

づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
解
っ

て
い
て
も
笑
え
な
い
、
笑
う
気

分
じ
ゃ
な
い
、
笑
顔
を
見
せ
る

の
は
恥
ず
か
し
い
な
ど
に
よ

り
、
大
人
に
な
っ
た
私
た
ち
は

他
人
の
目
を
気
に
し
て
心
の
動

き
を
表
現
す
る
こ
と
を
た
め
ら

う
よ
う
に
な
り
、
大
人
に
な
る

に
つ
れ
て
大
き
な
声
で
笑
わ
な

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
笑
い

ヨ
ガ
で
積
極
的
に
「
笑
う
」
と

い
う
行
為
を
「
体
操
と
し
て
」

続
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
理
由

な
く
笑
う
こ
と
を
続
け
て
い
る

と
、
顔
や
体
が
笑
っ
て
い
る
感

覚
を
覚
え
て
、
些
細
な
こ
と
で

も
笑
い
が
や
っ
て
き
ま
す
。
笑

い
声
は
体
に
伝
わ
っ
て
活
力
が

わ
い
て
き
ま
す
。
笑
い
ヨ
ガ
で

は
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
、
飛

び
跳
ね
た
り
す
る
こ
と
で
想
像

力
を
働
か
せ
、
使
う
機
会
が

減
っ
た
右
脳
が
活
性
化
さ
れ
、

左
脳
を
休
め
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
笑
い

ヨ
ガ
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

気
分
が
晴
れ
、
身
も
心
も
軽
く

な
り
、
人
や
動
物
や
自
然
に
対

し
優
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い

く
の
を
実
感
し
ま
す
。
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
１
時
間
ほ

ど
の
実
演
と
お
話
で
し
た
が
、

体
も
心
も
軽
く
な
っ
た
、
体
が

ポ
カ
ポ
カ
し
て
す
っ
き
り
し
た

気
持
に
な
っ
た
。
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
体
験
さ
れ
て

は
と
思
い
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

女
性
委
員
会

　 

幹
事
会
開
催

5　2017年（平成 29 年）1月



　

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
11
月
９
日
㈬
～
10
日
㈭
、

富
山
市
に
お
い
て
全
国
か
ら

１
、３
０
０
名
の
仲
間
の
出
席
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
老
連
か
ら
は
、
被
表

彰
者
４
名
、
一
般
参
加
者
４
名

の
計
８
名
が
参
加
、
岡
山
市
老

連
か
ら
も
５
名
（
内
被
表
彰
者

１
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
テ
ー
マ
別
に
、

〇�
第
１
部
会
「
地
域
に
健
康
づ

く
り
、
介
護
予
防
の
輪
を
広

げ
よ
う
！ 
新
地
域
支
援
事

業
の
展
開
に
向
け
て
」

〇�

第
２
部
会
「
未
設
置
地
区
に

ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
！
」

〇�

第
３
部
会
「
演
じ
る
活
動
」

の
３
つ
の
活
動
交
流
部
会
に
分

か
れ
活
動
事
例
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
第
１
・
第
２
部

会
は
事
業
を
中
心
に
情
報
・
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

３
部
会
で
は
全
国
公
募
に
応
じ

た
富
山
県
・
千
葉
県
・
岐
阜
県
・

愛
知
県
・
広
島
市
が
発
表
し
ま

し
た
。
日
ご
ろ
の
活
動
状
況
を

通
じ
た
仲
間
づ
く
り
、
地
域
の

連
携
、
舞
台
発
表
に
至
る
経
過

な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
舞
台
発
表
の
両
面
か
ら
の

審
査
の
上
、
賞
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
日
目
は
富
山
市
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
に
て
講
演
・
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
ず
始
め
に
、

富
山
市
長　

森
雅
志
氏
に
よ

る
「
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

し
て
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
講
演
は
終
始
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
で
、
市
の

施
策
を
と
て
も
分
か
り
や
す
く

話
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
市
町
村

も
富
山
市
の
真
似
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
介
護
保
険
料
の
負
担

が
下
が
っ
て
き
て
い
る
等
、
目

に
見
え
た
効
果
が
あ
る
と
の
お

話
で
し
た
。
ま
た
、
森
市
長
の

両
親
は
現
在
父
93
歳
、
母
88

歳
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。「
私
は
親
孝
行
の
た
め

に
農
業
は
手
伝
っ
て
な
い
ん
で

す
」
と
話
さ
れ
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
世
界

遺
産
で
有
名
な
合
掌
造
り
集
落

の
あ
る
地
元
の
県
立
南
砺
平
高

校　

郷
土
芸
能
部
の
学
生
さ
ん

に
よ
る
「
越
中
五
箇
山
民
謡
」

の
披
露
で
し
た
。
高
校
に
こ
の

よ
う
な
民
謡
を
伝
承
・
普
及
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
部
活
動

が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
感
心
し
、
会
場

の
中
か
ら
も
と
て
も
良
か
っ
た

と
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

《
受
賞
者
一
覧
》

◆
岡
山
県
老
連 

育
成
功
労
表
彰

　

竹
内
　
　
正
（
和
気
町
）

　

加
賀
和
三
郎
（
浅
口
市
）

　

小
林
寿
満
夫
（
真
庭
市
）

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

南
部
寿
楽
会
（
真
庭
市
）

　

木
谷
桜
白
寿
会
（
新
見
市
）

◆
優
良
郡
市
町
村

�

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

赤
坂
支
部

◆
永
年
勤
続
表
彰

　

小
林
　
裕
子
（
県
老
連
）

◆
岡
山
市
老
連 

育
成
功
労
表
彰

　

仁
科
　
満
喜
（
岡
山
市
）

　

矢
部
　
哲
也
（
岡
山
市
）

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

�

富
山
県
に
お
い
て
開
催
！

平成28年度
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真
庭
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
小
林
寿
満
夫

　

こ
の
度
は
、
大
変
に
重
い
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

25
年
の
長
い
期
間
に
わ
た

り
、
私
を
育
て
て
い
た
だ
き
ま

し
た
県
老
連
、市
老
連
の
方
々
、

そ
し
て
地
元
で
力
強
く
支
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
、
現
時
点
は
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
、
力
量
い
っ
ぱ

い
の
社
会
貢
献
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
高
齢
者
人
生
へ
の

「
キ
ッ
ク
オ
フ
」
だ
と
決
意
も

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま

せ
ん
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と

楽
し
く
仲
良
く
取
り
組
め
ば
よ

い
結
果
が
待
っ
て
い
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
と
共
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和
気
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

顧
問
　
竹
内
　
　
正

　

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
、
富
山
市
に
お
い
て
盛
会
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
当
大
会
式
典
の
部
で
育

成
功
労
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
岡
山
県

老
連
、
市
町
村
老
連
の
皆
様
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
物
で
ご

ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

明
る
く
豊
か
に
暮
ら
し
て
ゆ

け
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け

て
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
も
益
々

重
要
視
さ
れ
、
社
会
的
に
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
今
ま
で
の
活
動
の
成

果
を
継
承
し
発
展
さ
せ
「
仲
間

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
元

気
で
他
団
体
と
も
連
携
し
て
住

み
良
い
地
域
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
他
方
魅
力
あ
る
楽
し
い
老

人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
共
ご
指
導
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

浅
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

顧
問
　
加
賀
和
三
郎

　

第
45
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
富
山
県
富
山
市
に
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
育
成
功
労
表

彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
県
老
連
・
市
老

連
の
ご
指
導
、
そ
し
て
こ
れ
ま

で
共
に
活
動
し
て
き
た
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
へ
の

奉
仕
な
ど
に
微
力
な
が
ら
携
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
振
り
返
り
ま
す
と
、

一
番
に
感
じ
る
こ
と
は
健
康
で

あ
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
特

に
、“
健
康
”
で
長
生
き
で
き

る
こ
と
は
何
物
に
も
代
え
が
た

い
、
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」の
と
お
り
、こ

れ
か
ら
も
健
康
で
、
地
域
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
団
体
と
な
る
よ

う
活
動
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会 

受
賞
者
の
喜
び
の
声

　老人クラブは仲間づくりを基本に、生きがいづくり、健康づくり、地域づくりをめざして幅広い活動に取り組んできました。 
　高齢者が増え続けるわが国は、要介護者の増加や高齢者の孤立、消費者被害などの課題に直面するなかで、いま全国の市町
村では、新地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合事業）に取り組み、地域で高齢者を支える体制の整備が急がれています。
　私たち老人クラブは、これまでの活動経験をもとに、高齢者の暮らしを支えるため、行政や自治会、社会福祉協議会などの関
係団体と共に、あたたかな地域づくり活動への参画をめざしています。
　一方、仲間の輪を広げる会員増強運動は、５年計画の中間年を迎え、声かけや体験型の勧誘のほか、特に自治会と連携した
新たなクラブの立ち上げによる成果など、これまでの成功例に学び、さらに運動の強化に努めたいと思います。
　豊かな自然環境に恵まれ、「人が輝く元気とやまの創造」をめざす富山県に集う私たちは、自らが輝き、「のばそう！健康寿命、
担おう！地域づくりを」のメインテーマのもと、次の事項の実践を誓い、ここに宣言します。

	 一、高齢者の暮らしを支える「新地域支援事業」への参画
	 一、老人クラブ「100 万人会員増強運動」の推進
	 一、健康寿命をのばす「健康づくり・介護予防活動」の充実
	 一、消費者被害防止キャンペーンの展開
	 一、高齢者の尊厳が守られる社会保障制度の確立

大 
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会員の

声

吉
備
中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
井
上
　
弘
志
　
78
歳

　

最
近
思
う
こ
と
の
１
つ
に
、

名
前
を
う
ま
く
つ
け
た
な
あ
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

  

い
く
つ
か
例
を
あ
げ
る
と
、

　
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」

＝
背
丈
が
高
く
、
泡
の
よ
う
に

見
え
ま
す
。
途
中
で
１
回
刈
る

と
11
月
の
初
め
位
に
７
～
80
㎝

の
背
丈
に
な
っ
て
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
が
…
。

　
「
駒
つ
な
ぎ
」＝
小
さ
い
割
に

は
根
が
非
常
に
強
く
、
本
当
に

馬
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
る
。

　
「
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
」
＝
花
穂
を

猫
の
尾
に
見
立
て
た
も
の
。

　
「
け
い
と
う
」
＝
秋
に
花
軸

が
帯
化
し
て
、
肥
厚
し
鶏
冠
状

に
な
る
。

　
「
○
○
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

と
言
う
お
土
産
が
大
流
行
し
て

い
ま
す
。最
初
は
、ど
こ
で
・
誰

が
・
い
つ
か
ら
始
め
た
の
か
？

　

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
、
そ
の
地
域
も
旅
行
者
も
喜

ん
だ
企
画　

実
に
あ
っ
ぱ
れ
！

  

誰
が
名
付
け
た
か
、
い
つ
頃

か
ら
か
等
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
に
う
ま
く
名
付
け

た
も
の
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
字
と
か
和
字
と
か

呼
ば
れ
る
日
本
で
作
ら
れ
た
漢

字
も
う
ま
く
工
夫
さ
れ
て
い

る
。榊（
神
様
に
供
え
る
花
木
）・

働
く
（
人
が
動
く
）・
畑
（
焼
き

畑
農
業
を
思
い
出
す
）・
躾
（
身

だ
し
な
み
）・
凪
（
風
が
止
ま

る
）・
凩
（
風
の
吹
き
さ
ら
し

の
中
の
木
）・
俤
（
お
も
か
げ
）・

俥（
人
力
車
）・
鱈
や
鰯
や
鰤（
中

国
の
食
生
活
に
登
場
し
な
か
っ

た
と
さ
れ
る
魚
）
な
ど
日
本
な

ら
で
の
考
え
方
で
作
ら
れ
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
よ
う
に
思
想　

科
学

や
Ｉ
Ｔ
が
進
ん
で
い
な
い
時
代

に
や
っ
て
の
け
た
日
本
人
の
素

晴
ら
し
さ
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
続

け
て
い
る
日
々
で
す
。

久
米
南
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

上
神
目
老
人
ク
ラ
ブ

�

女
性
部
長  

王
野
　
貞
惠  

75
歳

　

平
成
21
年
に
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
21
の
研
修
会
が
あ
り
、
栄

養
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
で

心
豊
か
に
生
活
で
き
る
支
援
を

し
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
目
標

を
持
ち
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
地
域
で
男
性
料
理

教
室
を
開
催
し
、
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
の
話
を
し
ま
し
た
。

健
康
な
生
活
を
送
る
に
は
、
栄

養
も
大
切
だ
が
身
体
を
動
か
す

こ
と
も
大
切
で
す
。
料
理
教
室

だ
け
で
は
な
く
、
何
か
健
康
的

な
運
動
は
な
い
も
の
か
と
話
し

合
い
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
人
数

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、男
性
５
人
、

女
性
10
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
月
に
１
回
、
第
３
土
曜

日
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、『
歩
こ
う
会
』

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

行
事
に
つ
い
て
は
、
１
月
は

新
年
会
、
２
月
は
節
句
の
恵
方

巻
、
３
～
６
月
は
弁
当
持
参
で

梅
・
桜
・
花
菖
蒲
園
な
ど
名
所

歩
き
、
暑
い
７
月
は
公
民
館
で

料
理
教
室
、
８
月
は
盆
休
み
、

９
～
11
月
は
紅
葉
狩
り
な
ど

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
12
月
は
鍋
を
囲
ん
で
の

忘
年
会
。
そ
の
ほ
か
、
春
と
秋

の
お
彼
岸
に
は
、
お
は
ぎ
や
ぼ

た
も
ち
を
作
り
ま
す
。
雨
が
降

れ
ば
、
公
民
館
で
持
参
の
弁
当

を
広
げ
雑
談
し
た
り
、
簡
単
な

体
操
を
し
た
り
、
い
つ
も
笑
顔

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
発
足
当
初
は
メ
ン

バ
ー
に
若
々
し
さ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
発
足
後
７
年
が
経
ち
、

だ
ん
だ
ん
歩
く
こ
と
が
苦
手
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
室
内
で
血

圧
測
定
や
軽
い
体
操
を
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
無
理
が
な
い

程
度
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
『
歩
こ
う
会
』
は

健
在
で
す
。

　
『
心
豊
か
に
、
人
に
や
さ
し

く
、
自
分
を
大
切
に
』
し
、
笑

顔
を
忘
れ
ず
に
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
暮
ら
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

七
地
千
歳
会

�

顧
問
　
山
本
　
清
明
　
89
歳

　

私
が
住
ん
で
い
る
地
域
、
高

梁
市
は
日
本
で
唯
一
の
山
城
で

天
守
が
現
存
す
る
備
中
松
山
城

を
は
じ
め
、
文
化
遺
産
、
情
緒

あ
ふ
れ
る
観
光
名
所
が
数
多
く

あ
る
ま
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
山
間
地
域
、
高
齢

化
が
進
む
地
域
で
も
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
地
域
で
の
つ
な
が

り
や
助
け
あ
い
の
心
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
、
地

域
の
方
と
何
か
生
き
が
い
と
し

て
出
来
る
こ
と
は
無
い
か
と

日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
自
分
に
出
来

る
こ
と
は
と
振
り
返
っ
た
時
に

思
い
出
し
た
の
が
、
短
歌
で
し

た
。
短
歌
は
、
私
が
10
代
の
後

半
か
ら
様
々
な
方
々
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
40
数
年

に
渡
る
生
き
が
い
で
も
あ
り
ま

し
た
。
短
歌
な
ら
と
い
う
思
い

も
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
七
地
千
歳
会
で
川
柳

を
し
た
い
と
い
う
会
員
の
方
が

お
ら
れ
、
私
自
身
川
柳
は
し
た

こ
と
が
無
く
、
出
来
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
良
い
刺
激
に
な

る
の
で
は
な
い
の
か
と
ボ
ケ
防

止
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
と
い

う
こ
と
で
川
柳
を
始
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
１
月
９
日
に
第
１

回
目
の
句
会
を
始
め
、
そ
れ
か

ら
毎
月
１
回
欠
か
さ
ず
行
っ
て

い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
句
会
で
は
、
皆
と

て
も
楽
し
く
川
柳
を
作
り
、
ま

た
、
若
返
り
も
味
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
平
成
28
年
１
月

28
日
の
第
１
２
０
回
の
句
会
を

行
う
こ
と
が
出
来
、
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、「
10
周
年
記
念
川
柳
集
」

を
発
刊
し
、ま
た
、日
々
作
っ
て

き
た
川
柳
を
地
域
の
文
化
祭
で

の
展
示
、
地
元
新
聞
社
等
へ
投

稿
を
行
う
な
ど
、
川
柳
が
私
の

生
き
が
い
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
柳
を
通
じ
て
様
々

な
方
と
の
交
流
や
、
展
示
を
通

じ
て
お
手
紙
を
い
た
だ
く
な

ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
自
分
自

身
の
川
柳
の
は
ば
を
も
て
る
よ

う
に
な
り
、
良
い
刺
激
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

本
当
に
川
柳
を
始
め
て
あ
っ

と
い
う
間
の
10
年
間
で
し
た
。

今
も
な
お
、
月
１
回
の
句
会
を

行
っ
て
お
り
、『
死
ぬ
ま
で
が

勉
強
。
お
互
い
百
歳
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
』
を
合
言
葉
に
、

生
き
が
い
で
あ
る
川
柳
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
一
句
『
住
み
慣
れ
た　

家

で
つ
い
出
る　

独
り
言
』　

最
近
思
う
こ
と

私
の
生
き
が
い

『
歩
こ
う
会
』
で

�

健
康
維
持
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浅
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

道
木
老
人
ク
ラ
ブ
む
つ
み
会

�

会
長
　
白
神
　
勇
　
72
歳

　

年
を
重
ね
て
い
く
と「
健
康
」

と
い
う
こ
と
が
、
普
段
の
生
活

で
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き

ま
す
。
い
か
に
毎
日
を
元
気
に

過
ご
し
、
健
康
寿
命
を
維
持
す

る
か
。
で
き
る
こ
と
な
ら
ピ
ン

ピ
ン
コ
ロ
リ
で
あ
り
た
い
。
そ

う
誰
も
が
思
う
と
思
い
ま
す
。

健
康
に
気
を
遣
い
な
が
ら
生
活

を
送
っ
て
い
く
中
で
、
自
分
自

身
の
健
康
を
維
持
で
き
て
い
る

大
き
な
も
の
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、

わ
が
道
木
地
区（
金
光
町
）で
も

毎
週
月
曜
日
と
水
曜
日
に
は
老

人
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
の
地
区
役
員
さ
ん
ら
を
中
心

に
地
区
の
ち
び
っ
こ
広
場
で
に

ぎ
や
か
に
行
っ
て
い
ま
す
。
私

自
身
も
毎
回
参
加
し
て
は
、
み

な
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し
、
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
で
も
楽
し
く

プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
、
私
が
健
康
で
い
ら
れ
る
大

き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
社

協
の
職
員
さ
ん
が「
健
康
で
あ

る
た
め
に
は『
家
か
ら
出
る
』『
人

と
会
う
』『
そ
こ
で
し
ゃ
べ
る
』こ

と
が
何
よ
り
大
切
な
ん
で
す
よ
」

と
話
し
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
活
動
も
ま
さ
し
く
こ

れ
に
当
て
は
ま
る
と
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
地
区
の
役
員
を

し
て
い
た
６
年
前
に
、
地
区
を

挙
げ
て
の
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
道
木
老
人
ク
ラ
ブ
も

こ
の
活
動
に
第
１
回
目
か
ら
協

賛
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
関
わ
り
の
少
な
か
っ
た

自
分
の
子
や
孫
、
ひ
孫
の
世
代

の
人
た
ち
と
一
緒
に
プ
レ
ー

す
る
こ
と
は
、
単
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
普
段
で
も
顔
を
合
わ
せ

る
と
自
然
に
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
関
係
づ
く
り
に
も
大
き
く
役

立
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
つ
な

が
り
（
絆
）
を
強
め
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
地
域
が
健
康
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
、
み

な
さ
ん
と
に
ぎ
や
か
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
笑

顔
で
健
康
な
毎
日
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
庄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

元
会
長
　
渡
辺
　
算
人
　
93
歳

　

私
の
所
属
す
る
単
位
ク
ラ
ブ

は
、
古
く
は
大
和
と
出
雲
を
結

ぶ
旧
出
雲
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
賑
わ
っ
た
新
庄
宿
（
現
在
の

が
い
せ
ん
桜
通
り
）
の
上
側
で

構
成
し
た
「
よ
つ
ば
ク
ラ
ブ
」

で
す
。
従
来
は
標
準
的
な
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
主
体
と
し
て
い

ま
し
た
が
、別
組
織
で
あ
る「
新

庄
宿
町
づ
く
り
の
会
」
と
協
調

し
て
、
清
掃
や
水
や
り
な
ど
毎

日
の
桜
木
の
世
話
に
始
ま
り
、

毎
月
１
回
の
一
斉
清
掃
・
町
並

保
存
・
樹
齢
百
十
年
の
「
が
い

せ
ん
桜
」
保
護
活
動
・
日
本
の

音
風
景
百
選
に
選
ば
れ
た
「
せ

せ
ら
ぎ
」
の
流
水
調
整
・
観
光

客
の
案
内
な
ど
、
味
わ
い
の
あ

る
、
き
れ
い
な
、
ぬ
く
も
り
の

あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

殊
に
、
ガ
イ
ド
を
依
頼
さ
れ

た
時
な
ど
は
、
古
今
の
歴
史
の

学
習
が
必
要
で
あ
り
、
メ
モ
書

き
程
度
は
持
ち
な
が
ら
も
、
記

憶
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
脳
の
活
性
化
が
必
要
な

わ
け
で
、
常
時
学
習
の
構
え
を

持
つ
こ
と
を
心
が
け
な
が
ら
も

疎
か
に
な
り
が
ち
で
困
っ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
「
教
室
」
と
名
の

付
く
も
の
に
い
く
つ
か
入
会
し

て
お
り
ま
す
。
遅
々
た
る
進
展

で
あ
る
こ
と
は
十
分
自
覚
の
上

で
す
が
、
自
分
の
足
跡
を
残
す

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
呼
吸

器
の
訓
練
と
気
分
転
換
を
目
的

と
し
た
カ
ラ
オ
ケ
教
室
・
自
然

礼
讃
と
言
語
学
習
の
た
め
の
俳

句
教
室
・
歩
行
や
筋
力
ア
ッ
プ

で
体
力
年
齢
の
若
返
り
を
目
的

と
し
た
ス
マ
ト
レ
教
室
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ト
レ
教
室
で
は
毎
日
起

床
と
同
時
に
歩
数
計
を
身
に
つ

け
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
お

り
、
一
日
の
運
動
量
が
デ
ー
タ

と
し
て
残
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

参
加
者
は
歩
数
計
の
表
示
に
敏

感
に
な
り
、
体
力
年
齢
が
実
年

齢
よ
り
も
10
歳
～
20
歳
も
若
く

な
る
と
い
う
結
果
が
出
る
人
が

増
え
、
そ
の
実
績
が
さ
ら
に
励

み
と
な
り
意
欲
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
教
室
で
は
朗
ら
か
に

喋
り
、
笑
い
、
若
返
り
の
傾
向

が
顕
著
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私

自
身
も
普
段
か
ら
２
㎞
は
歩
く

よ
う
心
が
け
、
歩
数
計
の
表
示

を
気
に
し
な
が
ら
、
数
少
な
い

男
性
参
加
者
の
１
人
と
し
て
自

覚
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
も
楽
し

ん
で
お
り
、
大
会
に
は
時
間
の

許
す
限
り
出
場
す
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
で
、

心
身
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
生

涯
を
全
う
し
た
い
も
の
と
思
い

ま
す
。

学
ん
で
健
康
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

�

私
と
地
域
の
健
康
法
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



と ぴ っ く す

西粟倉村

早島町

奈義町

西粟倉村老人クラブ連合会　会長　青木 美明

早島町老人クラブ連合会 若宮 OB クラブ

会長　薮木 伸一

奈義町老人クラブ連合会 広岡地区 長寿クラブ会　会長　土居 能明

住み慣れた村で元気で暮らそう

若宮ＯＢクラブ活動紹介

老人クラブ活動の第一歩は
コミュニケーションづくり

　平成27年４月から村の老人クラブ連合会会長に指名されました。
　歴代会長は、村の事に精通した方ばかりで、私の場合は、約10年ほ
ど村を留守にしていて、平成４年に定年で懐かしい故郷に帰ってきまし
たので、その点が心配でした。
　しかし、長野知事さんの時の高齢者福祉の村づくり事業や村のシル
バー人材センターの発足等を担当し、毎日のように村中を走り回ってい
たことや同級生や旧知の人々が懇意にして下さり、少しは村の為に頑
張ろうと決意を新たにしています。村は岡山県の東北端に位置し、人
口は1,497人（平成28年８月１日現在）地区は12地区あります。平成４
年ごろに比べ急速に超高齢化が進んでいます。高齢化社会にあっては、
地区での支え合いが大切と考えます。誰もが、住み慣れた地区で、気
心の知れた人々と元気で暮らすことを願っています。
　12地区では、各地区共毎月１回公民館を利用して、４月の花見から
始まり、囲碁ボールやリフレッシュ体操、消費啓発セミナー、高血圧予
防教室等を行っています。
　又秋の敬老の日を中心に12地区すべてで、公民館の清掃や環境美
化活動として、道路沿いの空き缶やペットボトル他を拾ったり、花植え、

公園の草刈・草取り等の
奉仕活動をそれぞれ行っ
ています。
　空気・水のおいしい我
が村では健康で楽しい
老後をめざして進みた
いと努力しています。又
事務を委託している村
の社会福祉協議会の事
務局長や職員の方々が
積極的に取り組んで下
さり、感謝しています。

　心と体の健康づくりで生きがいのある老後
を！

　若宮ＯＢクラブは、早島町若宮地区（約55
0世帯の大規模団地）の

高齢者で構成している老人クラブで、現在会
員数110人です。

　クラブ誕生から既に25年経過しましたが、
地域の活性化や諸活動

に無くてはならない団体になっています。

　当クラブの主目的は、

　①健康寿命を延ばし、生きがいのある、充
実した日々を過ごす。

　②�コミュニケーションを通じ、心豊かで、思
いやりのある人間関係

を構築する。
とし、目的達成のために、趣味の活用や適度

なスポーツ、学習活動、

社会奉仕、会員の懇親行事などを行っていま
す。傘下にグラウンド・

ゴルフ同好会、カラオケ同好会、ペタンク同好
会を持ち、老後の生き

がいづくりに貢献しています。

　今年は、県老連の「モデル老連事業」に参
画し、新会員募集も兼

ねて、「趣味と学習による心と体の健康づくり
事業」に取り組んでいま

す。これは、早島町の歴史の勉強と著名な史跡
めぐり（ウォーキング）、

介護予防のための体力づくり（元気いきいき
ころばん塾）の勉強、更

には、音楽が如何に健康に関わりがあるかを
勉強し、実践としてコー

ラス聴講や参加者全員で合唱するなどの有意
義な事業を展開するこ

とで心身ともに健康に

なることを期待しての

ことです。
　OBクラブ未加入の

方々も、老後の人生

の生きがいを当クラ

ブで見つけて頂きた

いと新規加入者を
待っています。

　私の住む広岡地区は、那岐山の裾野に流れ
る名義川が地区の中央を流れ

る豊かな田んぼどころです。

　120戸余りの地区ですが、何かと大きな行
事は川を隔てて西と東とで別々に行うとい

う古い習慣があり、老人クラブもその流れで
名義川より西が「長寿クラブ」として、昭和

33年に町内に先駆けて発足しました。私が
会長を引き継いで３年たちましたが、

現在43人の会員の内、常に参加する人は約半
数ですが、総会は殆どの人が集まる

ので、これを機に健康講話など勉強会をして
います。それから、連絡の徹底を図

るため簡単な会報を発行して、一人一人を繋
いでいます。私は、老人クラブの活動

の第一歩はコミュニケーションづくりと思って
います。そこから、社会学習やサー

クルが一時的にでも育てばよいと思っていま
す。21の単位クラブで構成する奈義

町老人クラブ連合会では、パソコン教室やゲ
ートボール、グラウンド・ゴルフ、研修

会などが行われていますが、毎年、老連親睦
スポーツ大会が開催され、第33回

となる今年も10月19日に約400人が集まり
盛大に開催されました。選手として

出場しなくても、友と会えることや車座になっ
て弁当を食べる楽しさを目的に長

寿クラブも約半数が積極的に参加します。こ
れからも続けていきたい行事です。

　　平成28年度長寿クラブ活動方針

　　　１． 四季に１回集いを行い、コミュニ
ケーションの場をつくる

　　　２． 町老人クラブ連合会など外にも目
を向ける

　　　３． 一人暮らしに声をかける

　　　４． 発足60周年記念造林に取り組む
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玉野市

備前市

玉野市老人クラブ連合会 荘内老人クラブ連合会支部（15 クラブ所属）

滝悠友クラブ　会長　古市 憲一

備前市老人クラブ連合会 香登奥谷長寿会　会長　萩野 郁子

引き継がれた健康・友愛・奉仕に励んでいる

地域活動「子ども達からエネルギーを・・・」

　ここ玉野市内、県南に位置する荘内平野は
、中央に鴨川が流れています。昔からの農

村地帯で、ひときわ高い常山があります。標高
307m、有名な常山城、城主、上野が城であり

、

毛利軍と合戦、妻、鶴姫も勇敢に参戦、力、
及ばず自刃しました。現在も常山女軍のお墓

があり、お盆

には地元の皆様で供養祭を行っています。私
達の生活拠点である荘内平野、岡山方面から

南に向けて進

行、右手に見える高い山が常山です。（キーワ
ード検索　玉野市常山城）

　私達、滝悠友クラブは27年度に60周年を
迎えました。昭和30年に発足した滝老人クラ

ブから滝悠友

クラブに平成22年４月に改称しました。私の
会長歴は１年７ケ月ですが、先代から引継がれ

た健康・友愛・

奉仕、中でも健康寿命を精一杯長く保てる様
に、日々スポーツに邁進、特にグラウンド・ゴ

ルフ練習は

週に３回実施、勝敗にもある程度拘り、意欲
も伺えます。これも健康法の一つかと思いま

す。大会にも

年に10数回参加、ウォーキングなど、いずれ
も参加できない方は自分にあった方法で努力

しています。

　体調が悪くなり行事に参加出来ない方がい
ます。不幸にして入院された方達など、クラ

ブ規約に準

じて夏、冬年２回、友愛訪問をしています。

　クラブの奉仕作業は主として資源ごみ回収
、昭和３年から始動、年に12回、草刈り作業

、年に７回、

ふれあい交流事業２回と祭り行事にも参加、
現在、頑張っている資源ごみ回収、軽トラッ

クによる地

区内、回収、回収後の仕分け作業から、アル
ミ缶つぶし、足で潰す、段ボール、新聞紙、

雑誌類等を

倉庫に搬入の為、トラックに積込み作業約４
車分位あります。作業途中１回お茶休憩を除

き、参加者

男女30数名が全力投球、終了と同時に疲労と
満足感を感じる時です。行事参加の強制はな

く、自分

に適した行事に参加する事を大切にしていま
す。今後も全行事が遂行できる事を目標に全

会員で頑

張っていきたいです。

　地域の小学校・幼稚園・保育園の可愛い子ども達とのふれあい交流会が、長年の中心活動になっています。会員も高齢になり体を動かす活動が大変になってきていますが、通学時や交流会で出会うかわいい子ども達からエネルギーをもらい、また頑張ろうと思います。
　好天気に恵まれた10月27日、学校田で「手を切らないように、稲の株を持って刈ろう～」米作りの名人の掛け声で、５年生と保護者、長寿会40名余りで「稲刈り」の始まり。ぎこちない手つきの児童達も終わるころには鎌がうまく使えだし、稲を束ねはぜ木に掛けて稲刈り作業終了。小学校とは５年生の「米作り」が中心で、田植え、稲刈り、脱穀、餅つき（収穫感謝祭）、お飾り作りまで昔ながらの米作り作業をします。他に1,２年生の七夕会、昔遊び、昔の暮らしなどで児童と交流会を図ります。　10月31日「お～きいのとれたよ～」「ぼくのほうがでかいぞ～」幼稚園、保育園、幼児クラブのかわいい子供達40名と、長寿畑でさつまいも堀り。　６月に園児と苗植え、暑い中の水やり、草取り作業をしてきた会員たち、「ここ掘ってみ～」「来年も作ってやるから取りに来いよ～」と目を細める。　幼稚園とも七夕会、運動会、ふれあい遊びなど年７～８回くらい交流会を持ち、楽しい一日を過ごさせてもらいます。
　単位会活動では清掃奉仕、花壇つくりの環境美化、趣味の会、健康つくりでグラウンド・ゴルフなど様々な活動を独自にしています。長寿会と地域の子ども達が交流することで、人の輪が広がり自然と会話もはずみます。健康で長生きできるよう無理のない範囲で活動し、地域交流を次世代につなげたいと思います。

�　2017年（平成 29 年）1月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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と

⑷�

休
会
や
解
散
を
防
ぐ
為
に
は
常

に
後
継
者
を
育
て
て
い
く
こ
と

・�

特
に
女
性
会
長
を
育
て
て
い
く

こ
と

　

�（
女
性
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
め

て
欲
し
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
）

　

�

女
性
自
身
が
男
女
共
同
参
画
社

会
の
構
築
に
向
け
て
意
識
改
革

を
し
、
質
の
向
上
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

⑸�

自
治
体
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と

⑹�

提
出
書
類
の
簡
素
化
を
図
る
た

め
行
政
へ
働
き
か
け
る
必
要
が

あ
る

 

全
体
会

◎
質
問

⑴�

超
高
齢
の
会
長
が
長
年
続
け
て

い
る

　

�

定
年
制
が
必
要
で
は
な
い
か
？

～
討
議
す
る

◎
意
見

・�

会
長
交
替
は
年
齢
で
は
な
く
個

人
差
で
あ
り
期
が
問
題
で
あ
る

・�

そ
の
人
の
意
欲
と
個
人
差
が
大

切
で
あ
る

全
老
連
常
務
理
事　

齋
藤
秀
樹
氏

よ
り
助
言

・�

高
齢
者
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
熱
意
、
人

柄
等
が
大
切
で
あ
る

・�

何
も
か
も
会
長
ば
か
り
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
役
割
分
担
が

重
要
で
あ
る

・�

女
性
の
位
置
づ
け
が
大
切
で

あ
る

 

閉
会
の
挨
拶

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
常
務
理
事
　
齋
藤
　
秀
樹
　
氏

・�

女
性
の
行
動
が
男
性
の
意
識
を

変
え
る

・�

全
国
的
に
９
割
が
女
性
委
員
会

が
あ
る
。
女
性
が
輝
き
、
そ
し

て
行
動
的
な
女
性
委
員
会
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い

　

こ
の
た
び
、初
め
て「
女
性
リ
ー

ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
さ
す
が
に
皆
、
各
県
の
代

表
と
し
て
参
加
し
た
だ
け
に
、
活

発
な
討
議
が
な
さ
れ
、
全
国
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
熱
心
な
取
り
組
み
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
行
政

説
明
を
聞
き
、
超
少
子
高
齢
化
の

中
で
、
特
に
私
達
高
齢
者
が
地
域

と
一
体
に
な
り
、
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
充
実
向

上
を
図
る
為
に
は
、
女
性
が
男
性

と
肩
を
並
べ
て
活
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
女
性

が
意
識
改
革
を
し
、
積
極
的
に

行
動
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
常
務
理
事
の
斎

藤
氏
が
「
女
性
の
行
動
が
男
性
の

意
識
を
変
え
る
」
と
結
ば
れ
た
言

葉
が
印
象
的
で
共
感
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
会
に
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈 

第
１
日
目  

10
月
５
日
㈬  

13
：
30
～
17
：
00 

〉

〈 

第
２
日
目  

10
月
６
日
㈭  

10
：
00
～
14
：
00 

〉

老人クラブ 女性リーダーセミナー
開 催 日：平成 28年 10月５日～６日
会　　場：東京都 全社協 第３～５会議室
参加者数：112名

県老連女性副委員長　久保　豊子

左から 岡山市老連  田村 満須三・田中 小夜子、県老連  久保 豊子・延原 愛子

第28回

感　
想

2017年（平成 29 年）1月　�



❶ 公的年金等の収入金額の合計額が、400万円以下である
はい

はい

いいえ

いいえ

❷ 公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が、20万円以下である

源  泉  徴  収  税  額  が  …
ない あ　る

納税 又は 税額ゼロ 還 付

税務署への確定申告は不要です。
ただし…
１ �株式等の損失を翌年に繰り越すな
どの場合は、確定申告が必要です。
２ �住民税の申告が必要になる場
合があります。（詳しくは､ お住まいの
市区町村にお尋ねください。）

所得税及び復興特別所

得税の還付を受け
られる方は、確定申
告が必要です。
※�詳しくは、最寄りの税
務署にお尋ねください。

岡山県老人クラブ連合会事業
▼ ▼ ▼助成事業

平成28年度実施事業 実施老連・クラブ・団体 平成29年度 募集予定

地域の元気づくり事業（シルバー基金） 岡 山 市　岡山市東区老人クラブ連合会
備 前 市　東鶴山老人クラブ連合会
瀬戸内市　瀬戸内市老人クラブ連合会（邑久支部）
和 気 町　第一むつみ会
総 社 市　総社市老人クラブ連合会
早 島 町　若宮OBクラブ
津 山 市　津山市老人クラブ連合会
真 庭 市　顆山会
鏡 野 町　鏡野町老人クラブ連合会（女性部）

市町村老連及び地域
高齢者団体等：６団体
実施区域：市町村老
連、支部、地区老連、
単位クラブ

◎一般高齢者を含めた健康づくり・介護予防事業
○次世代育成・世代間交流支援事業
●友愛活動事業
　実施内容：�上記事業のいずれかの１事業の実施または、３事業

の組み合わせての実施も可。
　助 成 金：原則市町村老連10万円以内（単年度）

地域の元気づくり事業（健康づくり・介護予防事業） 岡 山 市　岡山市南区老人クラブ連合会
備 前 市　東鶴山老人クラブ
瀬戸内市　瀬戸内市老人クラブ連合会
赤 磐 市　赤磐市老人クラブ連合会
和 気 町　和気町老人クラブ連合会
倉 敷 市　玉島地区老人クラブ連合会（上成支部）
津 山 市　津山市老人クラブ連合会

市町村老連及び地域
高齢者団体等：７団体
実施区域：市町村老
連、支部、地区老連、
単位クラブ

◎一般高齢者を含めた健康づくり・介護予防事業  単独
　実施内容：高齢者の健康づくりに資する事業
　助 成 金：原則市町村老連10万円以内（単年度）

地域の元気づくり事業（次世代育成支援事業） 倉 敷 市　水島地区老人クラブ連合会（神亀学区）
倉 敷 市　水島地区老人クラブ連合会（三福学区）
高 梁 市　鶴鳴・成美連合長寿クラブ
里 庄 町　里庄町老人クラブ連合会
津 山 市　津山市老人クラブ連合会（城西地区）
鏡 野 町　鏡野町老人クラブ連合会（公民館区老連）

市町村老連及び地域
高齢者団体等：７団体
実施区域：市町村老
連、支部、地区老連、
単位クラブ

○次世代育成・世代間交流支援事業  単独
　実施内容：�見守り活動、安全パトロール、子育て相談会等世代

間交流事業等
　助 成 金：原則市町村老連10万円以内（単年度）

▼ ▼ ▼大学・研修・講習会
事　業　名 平成28年度 平成29年度

老人福祉大学 岡山・倉敷・津山・高梁（各5回）
受講者数　1,044名

岡山・倉敷・津山・高梁（各5回）
募集受講者数　1,230名（倉敷のみ2回）

高齢者地域リーダー研修会 岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作（各会場1回）
参加者数　421名

岡山・倉敷・津山・高梁・東備・美作（各会場1回）
募集参加者数　600名

地区別女性リーダー研修会 備前・備中・美作地区（各地区1回） 備前・備中・美作地区（各地区1回）

地区別高齢者スポーツ大会 備前・美作地区（各地区競技種目２種）G・B／G・G 備前・備中・美作地区（各地区競技種目２種）

受講対象者：老人クラブ会員及びそれぞれの事業に関心のある地域高齢者などの方が受講できます。

公 的 年 金 等 を 受 給 さ れ て い る 方 へ
確定申告が不要になる場合があります!!

◎申告書作成から提出までの流れ

税務署への確定申告が必
要です。
申告書等は、国税庁ホー
ムページ「確定申告書
等作成コーナー」で作成
できます！（www.nta.go.jp）

１．税務署に出向く必要なし！
２．いつでも利用可能！
３．自動で税額を計算！
４．前年データが利用可能！

申告書は、国税庁ホームページで
作成できます。
申告書は、国税庁ホームページで
作成できます。 www.nta.go.jp

①作成コーナー
　へアクセス
ご自宅のパソコンか
ら、「作成コーナー」
で検索。

②申告書を
　作成
画面の案内に
従って金額等
を入力し、申
告書を作成。

③申告書を提出
◆e-Taxの場合
　�事前準備が必要です。詳
しくは国税庁HPをご覧
ください。

◆書面提出の場合
　印刷して郵送等で提出。

公的年金等を受給されている方は、以下のフローチャートにより
所得税及び復興特別所得税の確定申告の要否を確認してください。

申告書は、

  自宅で作成！

平成28年分の申告から
◆マイナンバーカードをお持ちの方は
●�マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確
認と身元確認）が可能です。
●�ご自宅等からe-Taxで送信すれば、本人確認
書類の提示又は写しの提出が不要です。

◆マイナンバーカードをお持ちでない方は

� の提示又は写しの添付が必要です。

マイナンバーの記載

が必要です！！
本人確認書類の提示又は写しの添付 ＋ 身元確認書類

（運転免許証　など）
番号確認書類
（通知カード　など）

＋

本人確認書類

�　2017年（平成 29 年）1月



◆加入促進表彰◆
◆熊本地震義援金のお礼◆　27年度に実施した会員加入促進について優秀な成績をあげられた

次のクラブに対し、表彰状が贈られました。
　28年度事業についても同様の表彰を行いますので、単位クラブ等
におかれましては、引き続き、会員加入促進活動の推進を宜しくお
願い致します。

　４月14日・16日発生した熊本大地震で不幸にして亡くなられた方に対し
心より哀悼の意を表しますとともに、被災された方々にお見舞い申し上げま
す。会員の皆様には地震に関わる義援金をお願いいたしましたところ大勢
の方から暖かい拠金をお寄せいただきました。早速、熊本県老連に送金
をさせていただきました。熊本県老連からは、「県内を襲った熊本地震の
前震からはや５か月がたちましたが応急仮設住宅での避難生活は続いてお
り、今後生活環境が変わる中で、孤立化の防止など被災者支援の重要性
はましております。このような中貴老連の皆様方からの今回の救援拠金を
はじめ、全国の仲間から応援していただいていることを心の支えとして、み
んなで力を合わせ復興に向けて、この難関を何としても乗り越えてまいりた
いと存じます。」という丁寧なお礼状が9月16日に届きました。岡山県老連と
しては被災された方々が一日も早く平常の生活の戻られることをお祈りいた
します。

◎熊本地震災害救援拠金� （平成28年12月　県老連調査による）

市町村名 県老連取りまとめ送金額
倉 敷 市 202,290
津 山 市 985,900
玉 野 市 198,450
笠 岡 市 17,912
井 原 市 50,000
総 社 市 ー
高 梁 市 備中地域老人クラブ 23,000

成羽地域老人クラブ 36,700
新 見 市 100,000
備 前 市 564,960
瀬 戸 内 市 300,350
赤 磐 市 50,000
真 庭 市 10,000
美 作 市 60,000
浅 口 市 10,000
和 気 町 150,000
早 島 町 10,000
里 庄 町 10,000
矢 掛 町 49,136
新 庄 村 3,000
鏡 野 町 ー
勝 央 町 ー
奈 義 町 181,803
西 粟 倉 村 10,000
久 米 南 町 ー
美 咲 町 10,000
吉 備 中 央 町 ー
県老連取りまとめ
　（募金箱）　 1,579

3,035,080

《表彰の対象》
表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設置している市町村老連の
単位クラブで次のいずれかの基準に該当する単位クラブとする。

（単位クラブ）
①�30人以上の単位クラブで平成28年4月1日の会員数が、前年同日（平

成27年4月1日）より10パーセントの増員数（純増）以上であること。
②�新規に設立されたクラブ又は、休会・解散したクラブを復活させ

たクラブであること。　該当期間：平成27年4月1日～平成28年
3月31日

③その他、県老連会長が特に認めた場合。
　※②、③においても30人以上とします。

情 報 交 差 点

単位クラブ（71 団体）

倉敷市 田ノ上幸せ会第二
27クラブ 新星クラブ

川入楽寿会
笹沖東部養気会
上富井老人クラブ万年青会
西岡南プラチナ会
西阿知町西原第２和老会
藤戸長寿会
山地南長寿会
二町内友楽会
五東福寿クラブ
茂浦第二長寿クラブ
腕西老人クラブ
大梵第二老人クラブ
腕東老人クラブ
亀乃友クラブ
阿津長寿会桜組
田の口岡第一交友会
竜王第一輝寿クラブ
菰池茶の実会
堀江第一友信クラブ
沙美西ふれあいクラブ
川辺中老人クラブ
川辺北老人クラブ
箭田西長寿会
箭田北長寿会
箭田寿長寿会

津山市 田中健康クラブ
4クラブ 美和クラブ

中原楽笑会
上野田若嘉弥喜会

笠岡市 緑町クラブ
5 クラブ 大井南長寿会

入田老人クラブ
神島外悠遊会
横島福寿会

井原市 西江原第一福寿クラブ
2クラブ 大江福寿会

新見市 昭和長寿会
4クラブ 昭和町地区寿会

塩城健楽会
布瀬下長寿会

備前市 岩崎長寿会クラブ
6 クラブ 木生老人クラブ

伊部南老人クラブ
三軒屋東ゆうあいクラブ
南の二ゆうあいクラブ
寒河東ゆうあいクラブ

瀬戸内市 せとうち晴ればれシニアクラブ
2クラブ 潤徳老人クラブ

真庭市 上口悠々クラブ
3クラブ 愛盛会

若葉会

美作市 大町老人クラブすみれ会
10 クラブ 古町老人クラブ第３クラブ

中町西老人クラブ
林野ちとせ会
田殿長寿クラブ
畑沖明生クラブ
原のんき会
国貞緑の福寿会
万善老人クラブ
小野双山老友会

浅口市 駅前団地東老人クラブ
2クラブ 柴木悠々クラブ

和気町 本寿楽クラブ
1クラブ

矢掛町 美川老人クラブ
3クラブ 三谷老人クラブ

川面老人クラブ

吉備中央町 上田土老人クラブ
2クラブ 八幡老人クラブ

新規クラブ（４団体）
倉敷市 入船東老人クラブ

辻親睦会
川辺下老人クラブ
岡田シニア中倶楽部

復活クラブ（1 団体）
新見市 久保井野老人クラブ

県老連会長が特に認めた場合（1 団体）
真庭市 顆山会

合計：77 団体（13 市町村）

2017年（平成 29 年）1月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。
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成
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平成29年2月13日㈪ 若手委員会・加入促進委員会合同会議 きらめきプラザ

2月16日㈭・17日㈮ 市町村老連正・副会長会議 瀬戸内市
岡山いこいの村

2月22日㈬ 市町村老連事務担当者会議 きらめきプラザ

2月24日㈮
女性委員会総会 〃
次世代育成支援リーダー養成講習会 〃

3月17日㈮
平成28年度第3回県老連理事会 〃
平成28年度第2回県老連評議員会 〃
シルバー基金運営委員会 〃

3月24日㈮ 地域の元気づくり事業報告会 〃
平
成
29
年
度

4月27日㈭・28日㈮ 中国ブロック県・指定都市老連連絡協議会 岡山市
サン・ピーチOKAYAMA

5月29日㈪ 平成29年度第１回県老連理事会 きらめきプラザ
6月16日㈮ 平成29年度県老連定時評議員会 〃

6月29日㈭・30日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 広島県呉市

県老連等の行事予定

平成29年度（第42次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）

岡 山
天神山文化プラザ

倉 敷
くらしき健康福祉プラザ

津 山
津山市総合福祉会館

高 梁
高梁文化交流館

６月 13日㈫ 8日㈭ 20日㈫ 27日㈫ 15日㈭
７月 7日㈮ 19日㈬ 28日㈮ 25日㈫ 13日㈭
９月 5日㈫ 19日㈫ 26日㈫ 28日㈭ 13日㈬

10月 31日㈫ 11日㈬ 26日㈭ 12日㈭ 23日㈪
11月 30日㈭ 14日㈫ 22日㈬ 28日㈫ 6日㈪

� ※日程は講師の都合により変更することがあります。

平成29年度高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）

岡 山 7月10日㈪ きらめきプラザ

東 備 7月21日㈮ くまやまふれあいセンター

津 山 8月25日㈮ 津山市総合福祉会館

高 梁 8月30日㈬ 高梁総合文化会館

美 作 9月 7日㈭ 湯郷地域交流センター

倉 敷 9月15日㈮ くらしき健康福祉プラザ
� ※日程は講師の都合により変更することがあります。

編 集 後 記
　明けましておめでとうございます。
　皆様お揃いで輝かしい新年をお迎えのことと存じます。今年も初
詣に行きましたが、今年こそはいいことがありますようにと思うのは
私ばかりではないだろうと思います。昨年は鳥取地震、交通事故、
詐欺被害、殺人事件をはじめ凶悪犯罪の多発等々新聞紙上を賑わ
す暗いニュースばかり目立ちました。今年こそは明るく希望の持てる
ニュースを期待しておりますよ神様！「私に言われても、私もどうにも
なりませんよ」と神様は言われるかもしれません。やはり一番身近で
頼りになるのは自分でしよう。老人福祉大学で習いましたね。笑いは
ホルモンが分泌され痛みを緩和してくれたりストレスさえも解消してく
れる、そんな効果もあるそうです。笑うことにはお金はかかりません。
日々の生活の中に笑いを取り入れましょう、そして楽しく暮らすことに
よって素晴らしい１年となりますように、皆さん頑張りましょう。

　私達、美咲町老人クラブ連合会では、高齢者が安心・安全
で暮らせる地域を目指しております。単位クラブを始め、老人
クラブは、各種の研修会を行い、特に会員相互の仲間づくりを
勧めています。老人クラブは、全員加入が理想です。会員増強
へのお力添えをいただきたく、よろしくお願い致します。
　2017年１月５日㈭に、岡山県庁を訪れ、伊原木知事に新年
御挨拶に伺いました。高齢者交通事故防止、特殊詐欺被害防
止を願い、安心・安全な生活が送れるように心を込めて作った、
マグネット付のおしゃれな帽子（「防止」にかけて）を一緒に知事
にお渡ししました。
知事は高齢者の
交通事故防止、詐
欺被害防止に大変
関心をお持ちでし
た。老人クラブの
今後の活動に期待
されました。

県老連 副会長・女性委員長　延原 愛子

美咲町老人クラブ連合会 活動紹介

新規加入大歓迎！！
老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加して
いるクラブです。市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高
齢者の経験、知識を生かし、地域社会に貢献するとともに、生きがいと
健康づくりのために相互に支え合うことを目的として運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　151,038 人
■クラブ数
　　　2,694 クラブ

（平成28年3月末現在）

2017年（平成 29 年）1月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


